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―
―
50
周
年
を
迎
え
て
の

率
直
な
感
想
を
。

　
太
田
　
１
９
７
５
年
に
東

西
の
鑑
定
人
協
会
が
統
合

し
、
任
意
団
体
と
し
て
当
協

会
が
発
足
し
た
。
今
年
10
月

で
創
設
50
周
年
を
迎
え
る

が
、
こ
の
節
目
を
無
事
に
迎

え
ら
れ
る
の
は
、
協
会
の
礎

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方

や
会
員
の
皆
さ
ん
、
さ
ら
に

損
保
協
会
や
保
険
会
社
各
社

か
ら
の
支
援
の
お
か
げ
だ
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
創

設
当
初
は
助
手
を
含
め
１
１

０
人
ほ
ど
に
過
ぎ
な
か
っ
た

会
員
数
だ
が
、
地
震
や
台
風

な
ど
大
規
模
災
害
の
頻
発
に

よ
り
鑑
定
人
が
不
足
す
る
局

面
を
経
験
し
つ
つ
も
、
そ
の

都
度
人
材
育
成
策
な
ど
を
講

じ
て
対
応
し
て
き
た
結
果
、

現
在
は
１
１
０
０
人
を
超
え

る
鑑
定
人
が
在
籍
す
る
ま
で

に
拡
大
し
て
い
る
。
女
性
鑑

定
人
も
増
え
大
い
に
活
躍
し

て
い
る
。
環

境
の
変
化
に

隔
世
の
感
を

覚
え
る
。

　
―
―
こ
の

50
年
の
歩
み

を
振
り
返
っ

て
。

　
太
田
　

50
年
の
歴
史
の
中

で
、
鑑
定
人
の
役
割
が
少
し

ず
つ
変
化
し
て
き
た
。
協
会

の
創
設
当
初
は
火
災
事
案
の

鑑
定
業
務
が
中
心
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
風
水
害
な
ど

新
た
な
リ
ス
ク
の
保
険
適
用

範
囲
が
拡
大
す
る
の
に
伴
い

業
務
領
域
も
広
が
っ
た
。
ま

た
、
損
保
各
社
の
統
廃
合
な

ど
業
界
構
造
の
変
化
に
も
対

応
す
る
た
め
、
協
会
と
し
て

研
修
や
情
報
共
有
の
場
を
設

け
る
よ
う
に
し
た
。
２
０
１

０
年
の
一
般
社
団
法
人
化
以

降
、
倫
理
規
定
や
行
動
規
範

な
ど
の
各
種
規
程
を
整
備
し

て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
が
鑑

定
人
の
職
業
倫
理
と
鑑
定
品

質
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
―
―
昨
今
の
成
果
、
お
よ

び
課
題
に
つ
い
て
。

　
太
田
　
こ
こ
数
年
で
言
え

ば
、
ま
ず
教
育
研
修
体
制
が

大
き
く
変
化
し
、
充
実
し

た
。
従
来
は
現
場
で
先
輩
の

背
中
を
見
な
が
ら
学
ぶ
色
合

い
が
強
か
っ
た
が
、
２
０
０

３
年
か
ら
、
会
員
向
け
技
能

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ
Ｓ
Ｃ

（A
d
ju
stin
g S
k
ills 

C
olleg

e

）
研
修
」
で
体

系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
整
備

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
後
も

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
テ

ー
マ
設
定
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
ウ
ェ
ブ
研
修
を
導

入
し
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

受
講
で
き
る
環
境
を
整
え

た
。
さ
ら
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア
ド
バ

ン
ス
の
段
階
別
講
座
体
系
に

改
編
し
、
新
人
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
計
画
的
に
知
識
と
技

術
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
教
育
研
修
体
制
を

質
・
量
と
も
に
進
化
さ
せ

た
。
ま
た
、
鑑
定
実
務
に
関

わ
る
専
門
知
識
を
共
有
す
る

「
損
害
鑑
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
毎
年
開
催
し
、
会
員
全
体

の
技
術
向
上
に
努
め
て
い
る

他
、
海
外
の
鑑
定
人
団
体
と

の
連
携
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。
今
年
５
月
に
大
阪
で

開
か
れ
た
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
地
域
の
損
害
鑑
定
に
関

す
る
国
際
会
議
「
Ａ
Ｃ
Ｃ
25

（A
sian C

laim
s C
on

v
en
tion 2025

）
」

に

も
多
数
の
会
員
が
参
加
し
、

技
術
交
流
を
深
め
た
。

　
一
方
、
課
題
と
し
て
は
鑑

定
人
の
人
材
確
保
が
挙
げ
ら

れ
る
。
損
害
鑑
定
人
と
い
う

職
業
の
知
名
度
が
低
く
、
各

鑑
定
会
社
が
採
用
に
苦
労
し

て
い
る
。
現
状
で
は
大
規
模

災
害
時
に
は
圧
倒
的
に
人
手

が
不
足
す
る
た
め
、
今
後
も

人
材
の
裾
野
拡
大
に
力
を
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
協
会
の
活
動
内
容

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
鑑

定
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
積
極

的
に
発
信
し
、
業
界
の
認
知

度
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
特
定
修
理
業
者
へ
の
対

応
も
課
題
の
一
つ
だ
。
当
協

会
の
鑑
定
人
は
不
正
に
対
し

て
毅
然
と
対
応
し
て
い
る
も

の
の
、
鑑
定
業
務
に
支
障
を

き
た
す
よ
う
な
事
案
が
増
え

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
部

で
は
不
正
を
見
抜
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
協
会
と
し
て
は
研

修
等
を
通
じ
て
鑑
定
技
術
の

さ
ら
な
る
向
上
を
促
し
、
引

き
続
き
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
い
く
。

　
―
―
今
年
の
「
損
害
鑑
定

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
テ
ー
マ
と

注
目
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
太
田
　
今
年
は
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
「
挑
戦
」
を
掲
げ
て

い
る
。
昨
年
の
第
10
回
大
会

が
記
念
開
催
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
回
は
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
へ
の
方
向
性
を
示
す
全

体
テ
ー
マ
と
な
る
。
具
体
的

な
企
画
と
し
て
は
、
「
落

雷
」
と
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
と
い

う
注
目
分
野
を
二
本
柱
に
据

え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し

て
お
り
、
急
増
す
る
落
雷
被

害
へ
の
鑑
定
対
応
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
進
化
に
よ
り
見
分
け
に

く
く
な
っ
て
い
る
フ
ェ
イ
ク

画
像
・
動
画
に
対
す
る
考
察

な
ど
が
中
心
と
な
る
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
企
画
運
営
は
若
手

鑑
定
人
中
心
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
担
っ
て
お
り
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
視
点
で
新
し

い
挑
戦
を
形
に
し
よ
う
と
11

月
29
日
の
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
―
―
今
後
の
展
望
を
。

　
太
田
　
現
在
、
協
会
と
し

て
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取

り
組
み
は
二
つ
あ
る
。
一
つ

は
「
損
害
鑑
定
人
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認

証
制
度
」
の
導
入
だ
。
こ
れ

は
、
試
験
実
施
を
伴
う
単
位

制
の
継
続
的
教
育
体
系
（
Ｃ

Ｐ
Ｄ
：C
on
tin
u
in
g P
r

o
fe
ssio
n
al D
e
v
e
lo
p

m
en
t

）
を
ベ
ー
ス
と
し
た

会
員
向
け
教
育
支
援
制
度

で
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｓ
Ｃ
研
修
と
並
立
さ
せ
る

も
の
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｃ
研
修
で
培

っ
て
き
た
段
階
別
・
実
践
的

な
教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

つ
つ
、
実
施
科
目
や
内
容
を

相
互
に
連
携
・
調
整
す
る
こ

と
で
、
よ
り
計
画
的
か
つ
体

系
的
な
人
材
育
成
を
実
現

し
、
損
害
鑑
定
人
の
専
門
性

と
鑑
定
品
質
の
一
層
の
向
上

を
目
指
す
。
複
数
の
科
目
建

て
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築

し
、
専
用
テ
キ
ス
ト
も
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

業
界
に
体
系
的
な
教
材
が
な

か
っ
た
だ
け
に
大
き
な
前
進

だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
首
都
直
下

地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
な
ど
超
巨
大
災
害
へ
の
備

え
だ
。
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら

は
東
日
本
大
震
災
を
上
回
る

甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る

が
、
そ
う
し
た
超
巨
大
災
害

時
の
対
応
策
は
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
損
保
協
会

や
保
険
各
社
と
意
見
交
換

し
、
発
災
時
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
て
い
る
。
非

常
に
難
し
い
課
題
だ
が
、
将

来
の
超
巨
大
災
害
に
備
え
、

今
か
ら
可
能
な
限
り
の
準
備

を
進
め
て
い
く
。

教
育
研
修
体
制
の
強
化
に
よ
り
鑑
定
品
質
向
上
促
す

　
日
本
損
害
鑑
定
協
会
は
２
０
２
５
年
10
月
に
創
設
50
周
年
を
迎
え
る
。
業
界
団
体

と
し
て
発
足
以
来
、
会
員
鑑
定
人
数
は
約
１
０
０
人
か
ら
１
１
０
０
人
超
へ
と
お
よ

そ
10
倍
に
拡
大
し
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
公
正
・
中
立
な
鑑
定
業
務
の
基
盤
を
担

う
ま
で
に
成
長
し
た
。
太
田
英
俊
会
長
は
50
年
の
節
目
に
つ
い
て
「
先
人
の
支
え
の

お
か
げ
」
と
感
謝
し
た
上
で
、
鑑
定
品
質
向
上
へ
の
教
育
研
修
体
制
や
海
外
鑑
定
人

団
体
と
の
連
携
強
化
、
若
手
主
体
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
損
害
鑑
定
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
次
の
時
代
へ
の
挑
戦
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

50年の歩みを礎に次のステージへ
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